
令和５年度 第１回夜間中学設置検討会議 要項 

 

 

 

 

 

 

進行：事務局（義務教育課 古畑） 

１ 開会 

 

２ 教育次長挨拶（曽根原教育次長） 

 

３ 趣旨説明（企画幹） 

 

４ 参加者自己紹介 

   ※出席者名簿順に自己紹介 

 

５ 座長選出 

 

６ 協 議 進行：座長 

（１）本県における夜間中学設置検討の経緯について 

・夜間中学設置に向けた国の考え方、本県における潜在的対象者数等（説明：古畑） 

        

（２）ニーズ予備調査結果をもとにした設置の方向性について 

・ニーズ予備調査結果について（説明：古畑） 

        

（３）ニーズ調査の実施方法及び今後の進め方について 

・ニーズ調査について（説明：古畑） 

 

（４）今後の課題について 

 

（５）その他 

 

７ 連 絡（古畑）次回の予定など 

  ・第２回 令和５年 11月 16日（木）午前１0時～12時 

・第３回  令和６年 ３月 15日（金）午前１0時～12時 

 

８ 閉会 

 

 

１ 日  時   令和５年４月 26 日（水） １３時～１５時 

２ 会議システム オンライン会議システム Zoom を使用 

３ 開催方式     Ｚｏｏｍによるオンライン方式 

４ ホスト会場   長野県庁８階 教育委員会室 

５ 接続情報     ＩＤ 817 1626 9793 / パスコード yakan 



６ 出席者 

 
氏  名（敬称略） 所属・役職 

荒井 英治郎 信州大学教職支援センター・准教授 

柳林 信彦 高知大学副学長・教授 

丸山 陽一 長野市教育委員会教育長 

伊佐治 裕子 松本市教育委員会教育長 

峯村 秀則 上田市教育委員会教育長 

熊谷 邦千加 飯田市教育委員会教育長 

西森 尚己 子ども支援・相談スペース「はぐルッポ」代表 

長岡 秀貴 認定 NPO 法人侍学園スクオーラ・今人理事長 

栗林 恭子 特定非営利活動法人中信多文化共生ネットワーク 

安藤 健二 上田市多文化共生推進協会 

曽根原 好彦 県教育委員会事務局教育次長 



夜間中学
設置検討会議

令和５年４月2６日（水）

午前1３時０0分～1５時０0分

長野県教育委員会事務局

義務教育課
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夜間中学設置検討会議開催要綱 

 

（目的） 

第１ 現在、長野県内に設置されていない夜間中学の設置に向けて、有識者等か

ら意見を聴取し、長野県内における夜間中学設置の基本的な考え方を整理す

るため、夜間中学設置検討会議（以下「検討会議」という。）を開催する。 

なお、検討会議は、地方自治法第 138条の４第３項の規定による法律又は

条令により設置された附属機関ではない。 

 

 

（構成員及び実施方法） 

第２ 検討会議の構成員は、学識経験者その他教育委員会が適当と認める者の

うちから教育委員会が依頼する。 

２ 必要に応じ、構成員以外の者の出席を求め、その意見を聴くことができる。 

３ 検討会議に座長を置く。 

４ 検討会議の事務局を長野県教育委員会事務局義務教育課に置く。 

 

 

 

 

附則 

この要綱は、令和５年４月１０日から施行する。 



夜間中学設置検討会議の進め方について 義務教育課

R5年度

長野県内における夜間中学設置に係る基本的な考え方（報告書）作成

R6年度 各設置主体において、上記報告書を参考にしながら設置基本方針を作成

R5.4.21 夜間中学設置検討会議WG①

[県 立] 県で設置基本方針案を作成
[市町村立] 市町村で設置基本方針案を作成

・ 今後の進め方
・ ニーズ調査実施方法
・ 現地視察先
・ 報告書作成に当たっての自由議論

R5.4.26 夜間中学設置検討会議①

R5.8.22 夜間中学設置検討会議 → 夜間中学設置検討WG②へ

・ 報告書案の議論

R5.10.23 夜間中学設置検討WG③

・ ニーズ調査結果を踏まえた設置主体・設置場所の議論

R5.11.16 夜間中学設置検討会議②

・ その他報告書案の議論

・ 報告書案の作成

R5.2.15 夜間中学設置検討WG④

R5.3.15 夜間中学設置検討会議③

R5.6～9 ニーズ調査

R７年度

R８年度 開校

開校前準備
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夜間中学設置に係る基本的な考え方（報告書）作成イメージ

１ 現 状

県内における夜間中学のニーズ

２ 設置場所

●●学校校舎内 など（具体的な場所を記載）

３ 設置主体

県立or市町村立

４ 対象生徒

・様々な理由で義務教育を修了せずに学齢期を経過した方

・日本の義務教育を受けることを希望する外国籍の方 等

５ 設置規模・手法

校数・学級数・開校手法・学級編成・学区 等

６ 教職員配置

加配教員、スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーの配置有無

７ 教育課程

授業時数 日本語指導

８ 不登校特例校併設

学齢期の不登校生徒の受入有無

９ 給食

給食提供 or 食事をとる時間のみ確保 等

10 本人負担

授業料、教科書代は無償、教材費等は実費を本人負担

3



（１）夜間中学の概要
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（１）夜間中学の概要
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（１）夜間中学の概要

夜間中学の全国設置は、日本国政府の方針
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（１）夜間中学の概要

※文部科学省Ｗebページより7



（１）夜間中学の概要

国の補助について

※文部科学省Ｗebページより8



（２）夜間中学設置検討の経過
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（２）夜間中学設置検討の経過

① 平成28年【本県】
「中学校夜間学級設置における課題検討会」設置
＊「中学校夜間学級を設置することについては、現時点での

ニーズは、確認されなかった。」

② 以降、毎年ニーズ調査を継続してきたが、

＊これまでは大きな変化はなかった。

③ Ｒ3、Ｒ4調査において
*市町村の興味関心やＮＰＯ法人からの回答人数の増加
により、R4.9 県議会で夜間中学を含めた新たな多様な学びの場の

設置について、市町村教委と協議する場を設けることを表明
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（２）夜間中学設置検討の経過

報告を受け、ＮＰＯ団体へもニーズ調査実施
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（２）夜間中学設置検討の経過

Ｒ３、４の結果を受け、当事者調査の必要性を認識

○Ｒ3、４年度の結果より
支援を行っているＮＰＯ団体だけではなく、
当事者調査を実施し、より詳細なニーズを
把握することの必要性を認識

○Ｒ4.9   ニーズの高まりから、県議会において夜間中学
を含めた、新たな多様な学びの場の設置につい
て、市町村教育委員会と協議する場を設けるこ
とを表明

○R4.10  夜間中学当事者調査の内容検討・設置検討を始
める
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（３）長野県の現状
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（３）長野県の現状

最終卒業学校「小学校」年齢構成

※国勢調査2020より

昭和20年生
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（３）長野県の現状

不登校児童生徒数 推移

※心の支援課調べ
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（３）長野県の現状

県内在住外国人 推移 ※R4年度末の情報に更新

※県民文化部多文化共生
・パスポート室調べ
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（３）長野県の現状

Ｒ４国別県内在住外国人数

※県民文化部多文化共生
・パスポート室調べ
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※R4年度末の情報に更新



（３）長野県の現状

市町村別外国人住民数及び総人口に占める割合

※R4年度末の情報に更新

※県民文化部多文化共生
・パスポート室調べ
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（４）予備調査（支援者アンケート）より
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上田市

17
33%

松本市

10
20%

東御市

3
6%

長野市

2
4%

青木村

2
4%

飯田市

2
4%

その他

15
29%

夜間中学校について伝えたい人が居住する市町村

上田市 松本市 東御市 長野市

青木村 飯田市 その他

【アンケート項目】
・夜間中学のことを知らせたい
人はいますか
・その方との関係
・知らせたい理由
・何人くらいいますか
・知らせたい人が住んでいる市町村
・あなたの職業



（４）予備調査（本人アンケート）より
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上田市

7
29%

伊那市

2
9%

松本市

2
8%

下条村

2
8%

箕輪町

2
8%

その他

9
38%

夜間中学に通いたいご本人が居住する市町村

上田市 伊那市 松本市 下条村 箕輪町 その他

【アンケート項目】
・年代
・お住まいの地域
・お住まいの市町村
・国籍
・学び直したい理由
・通学の仕方
・最終学歴
・現在の就労状況



（４）予備調査（本人アンケート）より
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10代

1
4%

20代

1
4%

30代

4
18%

40代

7
31%

50代

4
17%

60代

5
22%

70代

1
4%

通学を希望されている方の年代

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代



（４）予備調査（本人アンケート）より
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日本

10
42%

ブラジル

6
25%

タイ

2
8%

ベトナム

1
4%

カンボジア

1
4%

不明

4
17%

通学を希望される方の国籍

日本 ブラジル タイ ベトナム カンボジア 不明



（４）予備調査（本人アンケート）より
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9
24%

7
18%

6
16%

6
16%

3
8%

3
8%

3
8%

1
2%

学び直したい理由 日本の文化や社会について学びたい

もう一度学びなおしたい

仕事のために学びたい

読み書きができるようになりたい

友達を作りたい

日本語を話せるようになりたい

日本の学校を卒業したい

高校に進学したい



（４）予備調査（本人アンケート）より
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日本では通っていない

7
29%

大学

5
21%

中学校

3
13%

小学校

2
8%

高等学校

2
8%

不明

5
21%

最終学歴

日本では通っていない 大学

中学校 小学校

高等学校 不明



（５）ニーズ調査について
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（５）ニーズ調査について
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（５）ニーズ調査について

アンケート項目について「保護者・支援者アンケート」

28

質問1
夜間中学のことを知らせたいと思う人があなたのまわりにいま
すか。
選択肢 ①身近にいる ②思いつく人がいる ③まわりにはいない

質問２
（質問1で「身近にいる」「思いつく人がいる」と答えた方」
その人とあなたの関係を教えてください。

選択肢 ①家族・親せき ②友だち ③仕事やボランティアで知っている人
④間接的に見聞きした
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質問３
その人に知らせたい理由を教えてください。
選択肢
①中学校を卒業してないから
②中学校は卒業したが、もう一度学び直してほしいから
③中学校は卒業したが、不登校や家庭の事情で中学校にあまり通っていないから
④外国籍で中学校の知識や技能などを学んでほしいから

質問4
夜間中学を知らせたい人は、全部で何人くらいいますか

選択肢 ①1人 ②2-3人 ③4-5人 ④6-9人 ⑤10-19人 ⑥20人以上

（５）ニーズ調査について

アンケート項目について「保護者・支援者アンケート」



30

質問５
夜間中学を知らせたい人が住んでいる、市町村はどこですか。

※複数人いる場合は、複数記入してください。
（例：○○市 ▢▢町）

質問６
あなたの職業または関わっている活動を教えてください

選択肢
①自営業 ②工場勤務 ③会社員 ④学校関係者
⑤福祉関係者 含：民生委員、保護司など ⑥外国人支援関係者
⑦学習支援関係者 含：識字教室、日本語指導教室など
⑧公共施設職員 ⑨公務員 ⑩医療・介護施設職員

質問７ 夜間中学についての御意見があれば、自由に書いてく
ださい

（５）ニーズ調査について

アンケート項目について「保護者・支援者アンケート」
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（５）ニーズ調査について
アンケート項目について「当事者アンケート」

質問1
あなたの、年代を選んでください。
選択肢 ①１６歳～１９歳 ②２０歳～２４歳 ③２５歳～３０歳

④４０代 ⑤５０代 ⑥６０代 ⑦７０代 ⑧８０代以上

質問２
お住まいの地域を選んでください。
選択肢 ①東信 ②南信 ③中心 ④北信

次に、各市町村を選択

質問３
あなたの国籍を１つ選んでください。
選択肢 ①日本 ②中国 ③ブラジル ④フィリピン ⑤タイ ⑥ネパール

上記にない場合は記述
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質問４
あなたは次の、どの項目にあてはまりますか
選択肢

①戦後の混乱期に、さまざまな事情により、中学校に行くことができなかった方
②日本の中学校にあたる教育を十分に受けていない外国籍の方
③中学校を卒業したものの、何らかの理由により、ほとんど学校に通えなかった方
④この中にあてはまるものはない方

質問５
夜間中学に通ってみたいと考えたのはどうしてですか
選択肢

①日本の中学校を卒業したいから
②中学校は卒業したが、もう一度学び直したいから
③高校へ進学したいから
④仕事のために学びたいから
⑤日本の文化や社会について学びたいから
⑥日本語を話せるようになりたいから
⑦読み書きができるようになりたいから
⑧友達をつくりたいから

（５）ニーズ調査について
アンケート項目について「当事者アンケート」
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質問６
あなたの家や職場から夜間中学まで、片道どのくらいの時間ま
でなら通うことができますか
選択肢 ①３０分以内 ②１時間以内 ③２時間以内 ④３時間以内

質問７
夜間中学が、あなたの家や職場から歩いて通えない場所にある
場合、どのように通いますか
選択肢 選択肢 ①車 ②オートバイ ③電車やバス ④その他

（５）ニーズ調査について
アンケート項目について「当事者アンケート」
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質問10
あなたの現在の状況を教えてください。
選択肢 ①働いている ②家にいることが多い ③その他

質問11
夜間中学についてのご意見があれば、自由に書いてください

質問８
日本で最後に通った学校を１つ選んでください
選択肢 ①小学校 ②中学校 ③高等学校 ④大学など

⑤外国人学校やインターナショナルスクール
⑥日本で学校には通っていない

（５）ニーズ調査について
アンケート項目について「当事者アンケート」

質問９
あなたは最後に通った学校を卒業しましたか。
選択肢 ①卒業した ②卒業しないでやめた ③今通っている


